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第2分科会の流れ

０．はじめに

１．カリキュラム案についておさらい

２．行動・体験中心の活動について

３．行動・体験中心の活動のデザインについて

３-１：学習者の状況⇒学習内容を考える

３-２：生活上の行為の事例⇒活動方法を考える

４．教材例集活用の留意点

５．質疑応答
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はじめに

• 今日のメンバーはどんな人？
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○地域日本語教育とのかかわりについて

・自治体または国際交流協会の職員として働いている

・地域日本語教室で活動している

・地域日本語教育の研修講師としてかかわっている

今日のメンバー（１）
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・地域日本語教育の研修講師としてかかわっている

・仕事として日本語を教えている

・日本語教育を勉強中（仕事や活動をしていいない）

・その他



○学習者（支援対象）について

・日本人の配偶者

・日系就労者

・技能実習生

今日のメンバー（2）
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・中国帰国者・難民

・ビジネスパーソン・留学生などとその家族

・年少者

・その他



○文化庁の「カリキュラム案」について

・活用している

・使ったことがある

・以前から知っている

今日のメンバー（３）
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・以前から知っている

・今回の協議会で知った

・知らない



１．カリキュラム案についておさらい

• カリキュラム案って、どうしてできたの？

• 標準的なカリキュラム案って？
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○平成19年7月
・定住外国人の増加を受け，文化審議会国語分科会に
日本語教育小委員会を設置。

○平成20年1月
【報告書】 「今後検討すべき日本語教育の課題」

「カリキュラム案」の背景
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【報告書】 「今後検討すべき日本語教育の課題」

⇒地域社会の一員として外国人が社会参加するのに
必要な日本語学習の支援で，以下の３点について
早急に検討が必要

① 内容の改善 ② 体制の整備 ③ 連携協力の推進



③「生活者としての外
国人」に対する日本語

⑤「生活者としての
外国人」に対する日

④「生活者としての外
国人」に対する日本語

日本語教育の内容・方法の改善における成果物

①「生活者としての外
国人」に対する日本

②「生活者としての外
国人」に対する日本語

H22.5.19 H23.1.25 H24.1.31 H24.1.31 H25.2.18

【検討１】 「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的な内容・方法の検討

平成19年7月 定住外国人の増加を受け，文化審議会国語分科会に日本語教育小委員会を設置。

平成21年1月 【報告書】「日本語教育の充実に向けた体制整備と「生活者としての外国人」に対する日本語教育の内容等の検討」
①体制整備⇒国・都道府県・市町村の役割分担，②各機関の連携協力の在り方，③コーディネート機関・人材の必要性，④日本語
教育の内容の大枠の提示 ※④に基づき，「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的な内容・方法について検討。

・「外国人が地域で生活できるようになり，社会参加できる」ようになるために必要な日本語教育の考え方，各地での工夫・応用の
仕方を以下の具体物を通して提示。
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国人」に対する日本語
教育の教材例集

・生活の基盤形成・社会
参加につなげる日本語
教育の教材を例示。

・各地域で工夫を加え，
外国人の地域社会への
参加につなげるための
アイデアを指導ノートに
記載。

外国人」に対する日
本語教育の指導力
評価について

・日本語教育プログラ
ムの実践者がPDCA

サイクルに基づいて，
自らの指導力を評価す
るチェックシートをはじ
めとする指導力向上の
ための日本語指導力
ポートフォリオを提示。

国人」に対する日本語
教育における日本語
能力評価について

・日本語教育の実践と関
連付けた評価の在り方
について提案。日本語
能力の把握を行う方法
と学習履歴・能力を記録
するファイルを提示した
もの。

国人」に対する日本
語教育の標準的なカ
リキュラム案について

・「知る」ではなく「できる
ようになる」ことが期待
される生活上の行為を
提示。

・各地域が地域の実情
に合わせて，独自のプ
ログラムを作るための
案。

国人」に対する日本語
教育の標準的なカリ
キュラム案について
活用のためのガイド
ブック

・地域の実情把握からプ
ログラム開発・実践まで，
カリキュラム案に準拠し，
地域の日本語教育の展
開する上で必要な手順
を提示。

各地域において，上記成果物を活用して各地域の実情に応じた日本語教育を展開し，日本語教育を通じて，外国人が地域社会と
つながり，外国人の社会参加（エンパワメント）・多文化共生社会につながることを期待。

【検討２】 日本語教育に関する課題の検討

・日本語教育小委員会に「課題整理に関するワーキンググループ」を設置し，日本語教育に関する課題の洗い出し，整理を実施。
平成25年2月18日に「日本語教育の推進に向けた基本的な考え方と論点の整理について（報告）」を取りまとめ。



③「生活者としての外

国人」に対する日本
⑤「生活者としての
外国人」に対する日

④「生活者としての外
国人」に対する日本語

ガイドブックを見ていこう！

①「生活者としての外
国人」に対する日本

②「生活者としての外
国人」に対する日本語

H22.5.19 H23.1.25 H24.1.31 H24.1.31 H25.2.18

【検討１】 「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的な内容・方法の検討

平成19年7月 定住外国人の増加を受け，文化審議会国語分科会に日本語教育小委員会を設置。

平成21年1月 【報告書】「日本語教育の充実に向けた体制整備と「生活者としての外国人」に対する日本語教育の内容等の検討」
①体制整備⇒国・都道府県・市町村の役割分担，②各機関の連携協力の在り方，③コーディネート機関・人材の必要性，④日本語
教育の内容の大枠の提示 ※④に基づき，「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的な内容・方法について検討。

・「外国人が地域で生活できるようになり，社会参加できる」ようになるために必要な日本語教育の考え方，各地での工夫・応用の
仕方を以下の具体物を通して提示。
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国人」に対する日本
語教育の教材例集

・生活の基盤形成・社会
参加につなげる日本語
教育の教材を例示。

・各地域で工夫を加え，
外国人の地域社会への
参加につなげるための
アイデアを指導ノートに
記載。

外国人」に対する日
本語教育の指導力
評価について

・日本語教育プログラ
ムの実践者がPDCA

サイクルに基づいて，
自らの指導力を評価す
るチェックシートをはじ
めとする指導力向上の
ための日本語指導力
ポートフォリオを提示。

国人」に対する日本語
教育における日本語
能力評価について

・日本語教育の実践と関
連付けた評価の在り方
について提案。日本語
能力の把握を行う方法
と学習履歴・能力を記録
するファイルを提示した
もの。

国人」に対する日本
語教育の標準的なカ
リキュラム案について

・「知る」ではなく「できる
ようになる」ことが期待
される生活上の行為を
提示。

・各地域が地域の実情
に合わせて，独自のプ
ログラムを作るための
案。

国人」に対する日本語
教育の標準的なカリ
キュラム案について
活用のためのガイド
ブック

・地域の実情把握からプ
ログラム開発・実践まで，
カリキュラム案に準拠し，
地域の日本語教育の展
開する上で必要な手順
を提示。

各地域において，上記成果物を活用して各地域の実情に応じた日本語教育を展開し，日本語教育を通じて，外国人が地域社会と
つながり，外国人の社会参加（エンパワメント）・多文化共生社会につながることを期待。

【検討２】 日本語教育に関する課題の検討

・日本語教育小委員会に「課題整理に関するワーキンググループ」を設置し，日本語教育に関する課題の洗い出し，整理を実施。
平成25年2月18日に「日本語教育の推進に向けた基本的な考え方と論点の整理について（報告）」を取りまとめ。



標準的なカリキュラム案とは

【基本的な考え】 「生活者としての外国人」のための日
本語教育：対話による相互理解の促進とコミュニケーショ
ン力の向上を図り、「生活者としての外国人」が日本語を
用いて社会生活に参加できるようになることを目指す
→そのための具体的な内容やプログラムを検討･作成す

Ｐ．１
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→そのための具体的な内容やプログラムを検討･作成す
る際の基となる

【内容】 生活上の行為の事例・・・能力記述、言語要素、
社会・文化的な情報など

【利用者】 自治体等の日本語教育担当者、日本語教育
コーディネーター的役割者、教室活動を行う人



標準的なカリキュラム案で扱う生活上の行為の事例

○ 健康・安全に暮らす

・ 健康を保つ

・ 安全を守る

○ 住居を確保・維持する

・ 住居を確保する

・ 住環境を整える

○ 人とかかわる

・ 他者との関係を円滑にする

○ 社会の一員となる

・ 地域・社会のルール・マナーを守る

・ 地域社会に参加する

Ｐ．54～
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・ 住環境を整える

○ 消費活動を行う

・ 物品購入・サービスを利用する

・ お金を管理する

○ 目的地に移動する

・ 公共交通機関を利用する

・ 自力で移動する

○ 自身を豊かにすることができる

・ 余暇を楽しむ

○ 情報を収集・発信する

・ 通信する

・ マスメディアを利用する

「労働」「教育」に関するもの→「カリキュラ
ム案」119ページ:別紙Ⅱ 基礎資料に



２．行動・体験中心の活動について

• カリキュラム案を使って何をすればいいの？

• 行動・体験中心の活動って？
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言語学習についての考え方

 言語学習
・学習者が「できるようになりたい」と望む生活上の行為を
選ぶことで言語学習が進む

 教室活動
・生活上の行為と教室活動がつながっていること

Ｐ．３
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⇒体験･行動中心の活動

 日本語教室から地域社会へ
・学習者の主体性を重視→学び続ける生涯学習へ
・地域住民との協働活動を取り入れる→対等な人間関係
⇒ネットワークの構築
⇔自立



カリキュラム案の活用方法

（１）対象とする学習者の属性や数の把握
（２）生活課題の把握
（３）地域のリソースの把握

（１）日本語教室の目的を設定
（２）学習者のニーズ，地域のリ
ソースに基づいた教室の設置

①地域課題，域内の外国人の状

【日本語教育プログラム作成手順】

２．日本語教室
の目的や設置

はじめに…

１．域内の外国人の
状況・ニーズ，地域
のリソース等の把握

Ｐ．７

①地域課題，域内の外国人の状
況 に対応した日本語教室の設置
②行政・関係機関との連絡調整

（１）学習内容について検討
（２）学習順序について検討
（３）学習時間について検討
（４）指導者・協力者について検討
（５）教室活動について検討

①行動・体験中心の活動について検討
②教材について検討
③評価について検討

相互作用

各地域の実情
に応じた日本語
教育の実施

プログラム
の見直し

の目的や設置
場所等につい
ての検討

３．具体的な日
本語教育プロ
グラムの作成



カリキュラム案を教室活動に活用するポイント

❶ 地域・学習者に応じた教育内容の選択と工夫

❷実際に「できるようになる」ために、行動・体験中心の
活動を設計

Ｐ．４

Ｐ．７
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❸ 専門家・地域住民との協働の活動を取り入れる

❹ 対話による相互理解が促されるように活動を工夫



３．行動・体験中心の活動のデザイン
について考えてみよう

・学習内容っていうのは、生活上の行為なんだ
よね

・で、それができるような、活動のデザインを考・で、それができるような、活動のデザインを考
えるってことなんだろうけど・・・
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行動・体験中心の活動をデザインするとは

対象となる学習者の状況、生活課題、ニーズ、及び

地域のリソースを捉えることから出発

❶ 地域・学習者に応じた教育内容の選択と工夫
＊「生活上の行為の事例」一覧表（５言語）を活用 内容
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＊「生活上の行為の事例」一覧表（５言語）を活用 内容

❷実際に「できるようになる」ために、行動・体験中心の
活動を設計

❸ 専門家・地域住民との協働の活動を取り入れる

❹ 対話による相互理解が促されるように活動を工夫

方法



学習者の状況を知る→学習内容について検討する

学習者 Ｍさん（30代女性）

・ネパールから半年前に来日
・日本語はかたこと程度だが、学習熱心
・仕事は自動車関係の工場
・ブラジル人が多い団地に住み、友人は

Ｍさんの生活状況・日本

語のレベルは？
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・ブラジル人が多い団地に住み、友人は
同じ職場に通う英語でコミュニケーショ
ンできるフィリピン人女性くらい

・半年後に出産予定
・同国のご主人はエンジニアで日本語に
不自由ない

・今の団地で子育てしながら生活基盤を
築きたいと考えている



学習者の状況を知る→学習内容について検討する

学習者 Ｍさん（30代女性）

・ネパールから半年前に来日
・日本語はかたこと程度だが、学習熱心
・仕事は自動車関係の工場
・ブラジル人が多い団地に住み、友人は

Ｍさんの生活状況・日本

語のレベルは？

Ｍさんの生活課題は？

ニーズは？
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・ブラジル人が多い団地に住み、友人は
同じ職場に通う英語でコミュニケーショ
ンできるフィリピン人女性くらい

・半年後に出産予定
・同国のご主人はエンジニアで日本語に
不自由ない

・今の団地で子育てしながら生活基盤を
築きたいと考えている

Ｍさんが日本語を使って

できるようになるといいこと

・今すぐ必要なこと

・早くできるようになるとい
いこと
・将来できるといいこと



学習者の状況を知る（学習内容を検討するために）

みなさんの教室の１人の学習者：Ａさんを
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みなさんの教室の１人の学習者：Ａさんを
思い浮かべてください。

Ａさんの生活状況と日本語のレベルは？

（ 生活課題・ニーズもイメージしながら）



・名前： ・活動地：

・活動日時： ・教室名：

自己紹介シート

グループ内で自己紹介→学習者の状況を伝える（知る）

・活動地域について

・学習者Aさんについて
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はじめまして

・ 名前 です。

・ 場所 で、 曜日の 時～ 時に、

教室名 という教室で活動しています。

グループ内で自己紹介（1人1.5分）
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・この地域の特徴は、・・・・

・教室の学習者Aさんの生活状況と日本語のレベルは、

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

（生活課題とニーズは、・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ）



学習者の状況を知る（学習内容を検討するために）

グループで紹介された学習者の一人について
考えましょう

Ａさんの生活状況と日本語のレベル
↓
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↓
Ａさんの生活課題は？ ニーズは？

↓
Ａさんにとって、
日本語を使ってできるといいことは何でしょう？

・今すぐ必要なこと
・早くできるようになるといいこと
・将来できるといいこと



学習者の状況を知る→生活課題･ニーズについて検討

学習者 Ｍさん（30代女性）

・ネパールから半年前に来日
・日本語はかたこと程度だが、学習熱心
・仕事は自動車関係の工場
・ブラジル人が多い団地に住み、友人は

Ｍさんの生活状況・日本

語のレベルは？

Ｍさんの生活課題は？
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・ブラジル人が多い団地に住み、友人は
同じ職場に通う英語でコミュニケーショ
ンできるフィリピン人女性くらい

・半年後に出産予定
・同国のご主人はエンジニアで日本語に
不自由ない

・今の団地で子育てしながら生活基盤を
築きたいと考えている

・出産・子育て情報がない

・団地に知り合いがいない

・いい仕事に就けない



学習者の状況を知る→学習内容（順序）について検討

学習者 Ｍさん（30代女性）

・ネパールから半年前に来日
・日本語はかたこと程度だが、学習熱心
・仕事は自動車関係の工場
・ブラジル人が多い団地に住み、友人は

Ｍさんのニーズは・・・

・出産・子育て情報を得る

⇔ママ友をつくる

・団地情報・友人を得る

⇔自治会に入る

・いい仕事に就く
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・ブラジル人が多い団地に住み、友人は
同じ職場に通う英語でコミュニケーショ
ンできるフィリピン人女性くらい

・半年後に出産予定
・同国のご主人はエンジニアで日本語に
不自由ない

・今の団地で子育てしながら生活基盤を
築きたいと考えている

・いい仕事に就く

日本語を使って

できるようになるといいこと

・今すぐ必要なこと

・早くできるようになるといい
こと

・将来できるといいこと



（１）想定した学習者

グループ活動：活動のデザインを考えるために

（２）生活課題・ニーズ
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日本語を使って

できるようになるといいこと

・今すぐ必要なこと

・早くできるようになるといい
こと

・将来できるといいこと



③「生活者としての外

国人」に対する日本
⑤「生活者としての
外国人」に対する日

④「生活者としての外
国人」に対する日本語

教材例集を見てみよう！！

①「生活者としての外
国人」に対する日本

②「生活者としての外
国人」に対する日本語

H22.5.19 H23.1.25 H24.1.31 H24.1.31 H25.2.18

【検討１】 「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的な内容・方法の検討

平成19年7月 定住外国人の増加を受け，文化審議会国語分科会に日本語教育小委員会を設置。

平成21年1月 【報告書】「日本語教育の充実に向けた体制整備と「生活者としての外国人」に対する日本語教育の内容等の検討」
①体制整備⇒国・都道府県・市町村の役割分担，②各機関の連携協力の在り方，③コーディネート機関・人材の必要性，④日本語
教育の内容の大枠の提示 ※④に基づき，「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的な内容・方法について検討。

・「外国人が地域で生活できるようになり，社会参加できる」ようになるために必要な日本語教育の考え方，各地での工夫・応用の
仕方を以下の具体物を通して提示。

27

国人」に対する日本
語教育の教材例集

・生活の基盤形成・社会
参加につなげる日本語
教育の教材を例示。

・各地域で工夫を加え，
外国人の地域社会への
参加につなげるための
アイデアを指導ノートに
記載。

外国人」に対する日
本語教育の指導力
評価について

・日本語教育プログラ
ムの実践者がPDCA

サイクルに基づいて，
自らの指導力を評価す
るチェックシートをはじ
めとする指導力向上の
ための日本語指導力
ポートフォリオを提示。

国人」に対する日本語
教育における日本語
能力評価について

・日本語教育の実践と関
連付けた評価の在り方
について提案。日本語
能力の把握を行う方法
と学習履歴・能力を記録
するファイルを提示した
もの。

国人」に対する日本
語教育の標準的なカ
リキュラム案について

・「知る」ではなく「できる
ようになる」ことが期待
される生活上の行為を
提示。

・各地域が地域の実情
に合わせて，独自のプ
ログラムを作るための
案。

国人」に対する日本語
教育の標準的なカリ
キュラム案について
活用のためのガイド
ブック

・地域の実情把握からプ
ログラム開発・実践まで，
カリキュラム案に準拠し，
地域の日本語教育の展
開する上で必要な手順
を提示。

各地域において，上記成果物を活用して各地域の実情に応じた日本語教育を展開し，日本語教育を通じて，外国人が地域社会と
つながり，外国人の社会参加（エンパワメント）・多文化共生社会につながることを期待。

【検討２】 日本語教育に関する課題の検討

・日本語教育小委員会に「課題整理に関するワーキンググループ」を設置し，日本語教育に関する課題の洗い出し，整理を実施。
平成25年2月18日に「日本語教育の推進に向けた基本的な考え方と論点の整理について（報告）」を取りまとめ。



教材例集の構成

● 写真･イラストシート

■ 活動シート
体験・行
動する

イメージを
つかむ

Ｐ．６

28

指 導
ノート。

◆ ことば･表現シート

★ 資料

動する

ことばを
知る

発展的
な活動



教材例集より

取り上げる生活上の行為の事例

（0501030）「避難場所・方法を理解する・人に聞く」
（0502010）「地震について理解する」
（0502020）「身を守る（地震発生時）」

（０５）災害に備え、対応する（地震）

Ｐ．65
■ 指導ノート
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教室活動の目標
・地震の時に行動できるようにする

皆さんの教室の学習者Ａさんにとって
「取り上げる生活上の行為の事例」
「教室活動の目標」が適切かどうか検討しましょう

（05）災害に備え対応する（地震）は、
誰にとっても「今すぐ必要なこと」



教材例集より

取り上げる生活上の行為の事例

（0501030）「避難場所・方法を理解する・人に聞く」
（0502010）「地震について理解する」
（0502020）「身を守る（地震発生時）」

（０５）災害に備え、対応する（地震）

Ｍさんにとって

Ｐ．65
■ 指導ノート
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教室活動の目標

教室活動のねらい

・地震の時に行動できるようにする

・避難場所や避難方法の注意書きを読んで理解できる
・身の守り方について説明を読んで理解できる
・地震に備えることができる

Ｍさんにとって
「教室活動のねらい」は適切でしょうか？
皆さんの教室の学習者Ａさん、Ｂさん…

にとって、適切かどうかを検討しましょう



教材例集：（05）より ■ 指導ノート

教室活動のねらい
－避難場所や避難方法の注意書きを読んで理解できる。（活動１，活動２）
－身の守り方について説明を読んで理解できる。（活動１）
－地震に備えることができる。（活動２，活動３，活動４） 《活動の留意点あり》

活動前に確認しておくこと
－学習者の居住地域や職場・学校の避難場所
－近くの防災館の開館時間，休館日，交通
－地域の防災訓練の日程 （外国人向け防災訓練や防災教室がある自治体もあります）

Ｐ．65-71

31

教室活動の展開の説明
イラスト・写真・活動シートなどを使った活動の方法がていねいに書かれている

－地域の防災訓練の日程 （外国人向け防災訓練や防災教室がある自治体もあります）

準備する素材
－学習者の居住地域の自治体が発行している地震時の対応に関する多言語情報
－学習者の居住地域の自治体が発行している避難場所に関するパンフレット
－非常時用携帯カード（学習者の自治体のものがあればそれを利用，なければ他自治
体のものを利用してもよい。または，自作する。）



教材例集の構成：（05）災害に備え,対応する（地震） Ｐ．55

32



教材例集：（05）より ● イメージをつかむ： 地震だ！ Ｐ．56

33

対話



教材例集：（05）より ■活動１－地震のとき，どうしますか

地震のとき，どうしたら いいですか。いいと
思うものに ○を，
よくないと 思うものに ×を つけましょう。
分からないときは，まわりの人にも 聞(き)いてみ
ましょう。

前の ページで 考えたことは
合っていますか？

下を 読みながら チェックしまし
ょう。

Ｐ．57-58
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対話



教材例集：（05）より ■ 活動２－緊急の 時の カードを 作ろう

カードを作りましょう。いつも 持っていましょう。

書きましょう。

Ｐ．59-60
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協働対話



教材例集：（05）より ■ 活動３－地震に 備えよう

（１）防災用品について 話しましょう
① どんな 防災用品を見たことが ありますか。
② あなたが 使いたいと 思った 防災用品は

何ですか。

（３）消火器について 話しましょう
① あなたの身の回りに消火器がありますか。

どこにありますか。

家 ：
会社：

Ｐ．61-62
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（２）防災袋について 話しましょう
① まわりの人に 家に 防災袋（非常用持出袋）が

あるか，聞いて みましょう。 また， 防災袋の
中身も 聞いてみましょう。

② あなたの家の 防災袋に 何を 入れておきますか。 ② 消火器の使い方を確認しましょう。

会社：
日本語教室：
まちの中：

協働 対話



教材例集：（05）より ■ 活動４－地震体験

（１）防災館に行って 地震を 体験しましょう （２）地域の 防災訓練に 参加しましょう

Ｐ．63
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キーフレーズ

・ 地震！ ・ 助けて！ ・ 逃げて！
・ 急いで！ ・ 大丈夫？／大丈夫 ・ 危ない！

協働 対話



教材例集：（05）より ◆ 災害や避難に関することば・表現

・地震（じしん）
・震度（しんど）
・緊急地震速報（きんきゅうじしんそくほう）
・余震（よしん）
・避難（ひなん）
・避難場所（ひなんばしょ）
・避難所（ひなんじょ）
・津波（つなみ）

Ｐ．64
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薬
（くすり）

水
（みず）

ラジオ
（らじお）

電池
（でんち）

マスク
（ますく）

懐中電灯
（かいちゅうでんとう）

タオル
（たおる）

乾パン
（かんぱん）

・地震だ！（じしんだ！）
・助けて！（たすけて！）
・逃げて！（にげて！）
・急いで！（いそいで！）
・危ない！（あぶない！）
・大丈夫？／大丈夫。
（だいじょうぶ？／だいじょうぶ。）

・危険（きけん）
・怪我（けが）
・病気（びょうき）
・ガスを止めて！（がすをとめて！）



行動・体験中心の活動をデザインしてみよう！

❶ 地域・学習者に応じた教育内容の選択

・トピックの選択

・取り上げる生活上の行為
内容

教室活動の目標

❷実際に「できるようになる」ために、行動・体験中心の

活動を設計

❸ 専門家・地域住民との協働の活動を取り入れる

❹ 対話による相互理解が促されるように活動を工夫

方法

教室活動のねらい



（３）教室活動
・選択したトピック

・取り上げる生活上の行為

・教室活動の目標

《活動１》

活動をデザインしてみよう！

（１）想定した学習者

（２）生活課題・ニーズ
協働《活動１》

・協力者

・活動の手順

・教室活動のねらい

40

対話

教材

協働



学習内容について検討するために

Ａさんの学習内容を考えるなかで、
難しいと感じたことはどんなことですか？

どんなことを知っておいたほうがいいと思
いましたか？

41

「生活上の行為の事例」一覧表（５言語）は
活用できそうですか？

活動デザインを考えるにあたって、
難しいと感じたことはどんなことで
しょう？



防災をテーマにした活動事例紹介

• 昨年度文化庁事業 実践プログラムＢより

42



防災をテーマにした活動：地震について知る

イメージを

43

イメージを
つかむ・阪神淡路大震災時の映像を見る

・経験から学ぶ

体験・行
動する

対話



防災をテーマにした活動：災害に備えることができる（1）

体験・行
動する

ことばを
知る

・防災の日
（9/1）の新聞

記事（写真や
図など）を見る

・避難袋を
見せる
↓

話し合う

イメージを
つかむ

対話
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・チェックシートにつ
いて説明し、チェック
する

→シートを見ながら
話し合う

・避難所を確認する

対話



防災をテーマにした活動：グラッときたとき対処できる

こっちのグループ

・グラッときたら何をする・・・やることの順番を考えて
絵カードを並べる

・３．１１のとき、どこで何をしていたか、
話し合う

イメージを
つかむ
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こっちのグループ
はどうだった？

体験・行
動する

対話



防災をテーマにした活動：災害に備えることができる（2）

ことばを
知る

体験・行
動する

• 防災グッズカードを使っ
て、持ち出すものの優先
順位を考える

→カードにないもので必
要なものを描く
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要なものを描く

→グループ間で共有する

↓

家にあるもの・これから買
うものについて話し合う

対話



・小学校にて開催の

防災フェスタに参加

・「防災虎の巻」配付

スライドが小さくて、

防災をテーマにした活動：地域行事への参加（1）

47

よく見えないなあ・・・

日本人が「やさしい日本語」
の使い手にならないと！

日本語が難しくって
よくわからない・・・

協働←課題



「防災虎の巻」

を読む

↓

防災マップづくり

防災をテーマにした活動:地域行事への参加（2）

ことばを
知る

体験・行
動する

48

防災マップづくり

防災クイズづくり

↓

団地の

「ふれあいまつり」

で交流

発展的
な活動

協働

対話



教材例：防災をテーマとした活動で使用

・写真・図：新聞記事
・ＤＶＤ（阪神淡路）
・避難袋と防災グッズ

・我が家の防災チェックシート
・防災絵カード（何をするか）

体験・行
動する

イメージを
つかむ

49

指 導
ノート。

・防災絵カード（何をするか）
・絵カード（避難袋に入れるもの）
・防災虎の巻

・防災虎の巻 ・絵カード

・防災虎の巻
→防災クイズ作り
→地域の行事でブース出展

動する

ことばを
知る

発展的
な活動



４．教材例集活用の留意点

• 教材例集をそのまま使えないの？

• 教材例集はなんのため？

50



「教材例集」活用の留意点

「『教材例集』中の教材例を使用する際には、適宜修
正を加えて、地域の実情や学習者の日本語レベルに
合わせて、教材例の内容に手を加えたり、多言語情報
を活用したり、母語話者の協力を得る等、工夫を行う
ことが必要」（『教材例集』p.4, 『ガイドブック』p.4)ことが必要」（『教材例集』p.4, 『ガイドブック』p.4)

実際の教材は、地域の実情・学習者の状況
に合わせて、それぞれの現場で作成すること
教材例集は、そのための参考例

51



「教材例集」活用の留意点

「教材例集」には、そのまま使えるものもあるかもし
れないが、多くは、作り直す必要があるか、まったく使
えないものもある。

つまり・・・

《教材》から「始める」のではなく 地域の状況
リソースの把握《学習者》から「始める」

だから・・・

「教材例集」は、参考例
52

活動案
教材

生活上の行為
（できるといいこと）

学習者の状況
生活課題・ニーズ

リソースの把握

対話の
促進

協力者との
協働活動



さまざまな事例から学ぼう

11:00 「生活者としての外国人」に対する日本語教育の

標準的なカリキュラム案を活用した取組の報告

13:00 平成２４年度「生活者としての外国人」のための日本語

教育事業 事例発表 ポスターセッション

16:00 分科会の成果共有報告会16:00 分科会の成果共有報告会

＜参照ホームページ＞

●文化庁「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/kyouiku/seikatsusya/index.html

●日本語教育コンテンツ共有システム ＮＥＷＳ

http://www.nihongo-ews.jp/
53



まとめにかえて
「カリキュラム案」における言語習得の考え方

学習者自身が生活の中で実際に必要性を感じ、「で
きるようになりたい」と望む生活上の行為を適切に
選ぶ →積極的な言語学習につながる

実際に「できるようになる」ために、行動・体験中心
の活動を設計の活動を設計

学習者の主体性の重視→生涯学習

学習の過程においても地域住民との協働活動をで
きるだけ取り入れる →教室の活動が、日常生活に

おける対等な人間関係、ネットワークの構築につな
がっていくように

54



「エンパワメント」の実現
新たに参入する「生活者としての外国人」にとって、

日本語習得はそれ自体が最終目標ではありません。

獲得された意思疎通の手段により、人とつながるこ
と、言葉の壁によって発揮できなかった自分らしさや

まとめにかえて
「カリキュラム案」における言語・言語習得の考え方

と、言葉の壁によって発揮できなかった自分らしさや
力を取り戻したり、発揮できたりするようになること、そ
して社会の一員として自立し、社会生活のあらゆる領
域に参画すること、つまり「エンパワメント」を実現する
ことによって初めて目標に到達したということができま
す。そのことをしっかりと見据えて、地域における具体
的なプログラムを構築することが必要です。

（文化庁『生活者としての外国人に対する日本語教育の標準的なカリキュラ
ム案 活用のためのガイドブック』p.3） 55



振り返り・質疑応答

行動・体験中心の活動について

①使えそう・やってみようと思ったこと

56

②疑問に思ったこと・もやもやしていること

おわり



・名前： ・活動地：

・活動日時： ・教室名：

・活動地域について

自己紹介シート

・学習者Aさんについて


